
俯角付小型魚眼レンズ搭載車上用360°カメラ  



俯角付小型魚眼レンズ搭載した車上用360°カメラを天空（垂直上）に向け
て設置することで、図のように、カメラの全周囲（光軸周り360度）が撮影
でき、カメラより低い位置の撮影もできます。 

上空も高解像度での撮影が可能となりますので、ビル街の天空率（※1）、
晴天率（※2）、高層建築物の上部、電柱など構造物の上部など、撮影範囲・
用途が大きく広がります。 

複数カメラ映像の合成ではなく、１台のカメラで全方位の撮影しますので、
合成処理の時間を必要としないなど利点があります。また、映像につなぎ目
がないことは、事故の場合等の証拠写真としての価値が高くなります。 

製品概要 



カメラの性能 

◆俯角付レンズの搭載 
一般的な360°カメラとは取付場所、使用用途が異なります。 

◆車載規格JIS　D1601準拠 

主に車上に搭載することを目的としているため、耐振動・耐衝撃性が要求されます。 

また、防塵防水性規格IP66と、耐衝撃性規格IK10準拠を要しています。 



レンズの周辺でも像が潰れず、分解能が高いレンズ 
一般的な魚眼レンズでは、右図のように、レンズ周
辺で像が潰れ、分解能が低下するため、キレイに見え
る範囲（画角）は、レンズ中央部分に限定されてしま
います。 

当社の魚眼レンズは、周辺でも分解能を高く維持し、
カメラを天空に向けて設置した場合（光軸：垂直）、
水平方向カメラの全周囲360度が高解像度で撮影が可
能になります。実際の映像にした場合の比較は左図の
通りですが、周辺部分ほど像の潰れや解像度に大きな
差が生じることになります。 

カメラの特徴・技術① 



カメラの特徴・技術② 

俯角があることでレンズの基準面より下（後方）も撮影範囲
になります。車上に設置しても、全長490cm（一般的なパト
カーのサイズ）地上からの高さ180cmとなるパトライト上に天
空を向けて設置した場合でも、右図のように車両の前後左右2
～3m先から路面が映ります（車体の直ぐ横は、死角になりま
す）。周辺でも分解能を高く維持しますので、下図のように、
220°の広角を潰れない、解像度の高い映像を撮影できます。 



ピント合わせ機構も合わせ作業も不要となり長寿命。 

ピント合わせが必要ですと、動く機構部が必要となり、振動や衝撃に弱くなり、
製品の耐久性が著しく低下します。 
車上のように振動・衝撃がない屋外・屋内設置一般的な監視カメラの場合は振動
や衝撃は関係ないのですが、ズームや首振り可動部があることで、 
製品寿命は5,000時間であり、魚眼レンズ搭載カメラの70,000時間の1/14しかあり
ません。魚眼レンズ搭載により耐久性が向上、圧倒的な長寿命を実現できます。 
また、ガラスレンズ採用により耐候性がよく、1240万画素の高解像度で暗所撮影
にも強い。 



多彩な映像展開 





Edge　Gatewayとの連携（映像転送） 



Edge　Gatewayとの連携 



成果が寄与すると想定しているユーザー 



設置イメージ 



映像イメージ 



GPS連動　ビデオマッピングソフト 



機器選定から設置、保守までのトータルサポートはもちろん、機器のみの販売、設置工事のみのご依頼も承ります。 

設置して終わり、ではなく、「その後」のアフターフォローにも自信があります。 

防犯・監視目的だけではなく、マーケティングや業務改善への活用など、お気軽にご相談ください。 

時短、コスト削減、人手不足の解消…カメラは様々な問題を解決する力を持っています。人の代わりにカメラができることも
あれば、カメラにしかできないこともあるかもしれません。お客様ひとりひとりに合わせたカメラソリューションの提供に
よって、皆様の暮らし・生活を豊かにすることが、TSPの目標です。 

カメラのことはTSPへ 


